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全力を尽くしたか 
昨年度から実施教

科が減り、二日間と

なった 1 学期末テス

トを今週の月～火曜

日に実施しました。1

年生にとっては初め

ての定期考査でしたが、テストを終えた今の気持

ちはどうでしょうか。答案用紙が返され、来月初

めには成績表も渡されます。成績の順位でショッ

クを受ける生徒もいるのかもしれませんが、順位

以上に大切なのは、今回のテストに向けどれだけ

努力したのか、これまでの授業にどれだけ真剣に

取り組んできたのかということです。さらに、返

ってきた答案用紙の間違った問題を勉強し直し、

どれだけできるようになるかが、最も大切です。

なぜなら、できないことができるようになった

り、分からないことが分かるようになったりする

ことが、勉強だからです。 

 さて、因果関係（原因とそれによって生じる結

果の関係）との言葉があるように、世の中は、全

て原因と結果で成り立っていると考えられます。

メジャーリーガーの大谷選手があれだけ活躍で

きる（結果）のは、結果に傲慢になることなく、

謙虚に結果に見合うだけの練習を重ね、体調管理

もしっかりしている（原因）からです。つまり、

今回のテストの結果の原因は、すでにテスト前に

は形作られているということで、次のテストの結

果は、これからの努力次第ということです。ドイ

ツの宰相ビスマルクは、「その国の未来を知りた

ければ、その国の青年を見よ。」と言ったと言われ

ていますが、人に当てはめれば、「その人の未来を

知りたければ、その人の今の姿を見よ。」と言える

のかもしれません。今の毎日の生活が、自分の未

来（結果）の原因であると考えれば、毎日の生活

を無駄にできません。プロ野球通算安打世界記録

者のイチロー選手は、天才といわれることを嫌い

ました。結果に見合うだけの努力をしていたから

だと思います。期末テ

ストは終わりました

が、輝ける自分の未来

のために、毎日の生活

を益々大切にしてほ

しいものです。 

いざという時のために 
 今月 10日（土）、地震を想定した避難訓練と、

1 年生の原子力防災引渡訓練を実施しました。残

念ながら当日は雨でしたので、避難訓練は教室内

の一時避難と廊下での整列までしかできません

でしたが、無言でしっかり行動できていたようで

した。避難訓練後は、2，3年生は地震発生時の対

応をビデオで学習し、1 年は引渡訓練となりまし

た。今回の引渡訓練は、亀山小と育英小の同時開

催でしたのでトラブルが生じないか心配しまし

たが、大きな問題もなくスムーズに実施できまし

た。しかしながら、実際に発生した場合には、駐

車場に職員の誘導は配置できませんので、今回の

訓練に従って、左折のみで校庭に入り、フェリー

ターミナル式で駐車し、お子様を迎えに行かなけ

ればなりません。兄弟姉妹がいる家庭は体育館

で、他は各教室

での引き渡しと

なります。また、

出口は正門の一

か所ですので、

渋滞も予想され

ます。今回の訓

練が役立つ機会

がないことが一

番望ましいこと

ですが、いざと

いう時のため

に、各家庭でも

避難時の対応を再度ご確認ください。 

高校説明会 
 今月の 12 日(月)、13 日(火)、近隣の高校を本

校にお招きし、3 年生と保護者を対象とした高校

説明会を実施しました。これから進路設定をする

3 年生にとっては、貴重な時間となったのではな

いでしょうか。説明会前に校長室で卒業生が頑張

っている様子をお

話しくださる学校

もあり、嬉しくな

りました。卒業生

に続き、自分の目

標を叶えるように

頑張れ中 3生！ 

手伝いをし、家庭の一員としての役割を果たそう。 



第 2 回学校運営協議会 
 今月 14 日(水)、第 2 回学校運営協議会を実施

し、授業参観と話し合い（現状の説明と協議）を

行いました。協議での話題は次の通りです。 

・ 小さい頃から身に付けるべき基礎体力が弱

い生徒が多くなっているのではないか。 

・ 今の生徒は自分の気持ちを伝えられない、

精神的に幼い気がする。日常生活の失敗から

学ぶことが大事ではないか。 

・ できなくても、させることが大事である。 

保護者が我が子を大事にしすぎて、経験の乏

しい子が増えているように思える。 

・ 幼児期の子供をスマホに子守りをさせる様

子も見られるが、子どもの五感を使った遊

び・体験が大切である。 

・ 職員は保護者の思いを感じ、保護者は職員

へ敬意を払う関係が大切ではないか。 

・ 一生懸命頑張ることを冷やかす傾向はない

か。北中は文武両道で頑張ってほしい。 

・ 上司が立ち止まってあいさつすることを２

年間言い続け、会社の文化となった企業があ

る。何でも具体的に各家庭でルールを決め、

取り組むことが大切である。家庭が無法地帯

では、子どもは育たない。 

・ 問題となるＳＮＳの投稿は、年齢によって

許されるものではない。家庭でもしっかり教

えることが必要である。 

・ 平日はよいが、土日の部活動帰りの自転車

のマナーが悪い。 

 これらのご意見も踏まえながら、学校運営を進

めてまいります。家庭でも参考になることがあり

ましたら、お役立てください。運営委員の皆様、

ありがとうございました。 

３年ＰＴＡ登下校指導 
 遅くなりましたが、５月の24日(水)～26日(金)

に行った 3年ＰＴＡの下校指導の報告をします。 

１ あいさつについて 

 
 「元気にあいさつをする生徒が多い」半面、「す

る生徒としない生徒の差が大きい」との意見もあ

りました。先手のあいさつが少ない状況です。 

２ 交通マナーについて 

 
 8割近くはしっかりしているが、一部に並進や

通行区分違反等が見られるようです。下校時の

並進がよく見られる、横断歩道のない場所を横

断するなどの意見もありました。並進や通学路

違反など、自転車通学規則を守れない生徒は、

一定期間の利用停止の処置をとりますので、そ

うならないように家庭でも声掛けください。ま

た、ヘルメットのあごひもの緩い生徒も見受け

られます。ひもが緩いと転倒時に頭部を守るこ

とができませんので、家庭でも点検ください。 

 部活動キャプテン会の 2ライン運動（自転車 1

列・徒歩 2列）で、マナーアップ北中生！ 

7 月の主な行事 
６日(木) 家庭教育学級 

７日(金) 学年朝会 １年合唱コンクール 

 学校保健委員会 １年１学期末ＰＴＡ 

８日(土) ２，３年合唱コンクール 

 ２，３年１学期末ＰＴＡ 

10日(月) 可愛小フレ研他校種参観来校 

11日(火) 市中学校生徒会連絡会（web会議） 

12日(水) 1年宿泊学習（寺山 翌日まで） 

 2年職業講話(5～6校時) 

13日(木) 3年出前授業（5～6校時 翌日まで） 

 ＰＴＡ評議委員会 

14日(金) 1年休養措置の日  

 公立高校募集定員説明会（Ｐ会長参加） 

17日(月) 祝日 海の日 

18日(火) 生徒会専門部会 

20日(木) 情報モラル教室 県総体推戴式 

 大掃除 終業式 

21日(金) 夏季休業開始  

水難事故防止運動強化月間（～８/31） 

 燃ゆる感動かごしま国体炬火リレー(～8/26) 

22日(土) 県中学校総合体育大会(～28日) 

 陸上（～翌日） 

24日(月) 水泳・新体操(～翌日) 

 ソフトテニス(個人戦 ～翌日) 

25日(火) バスケットボール・サッカー(～27日) 

卓球・ソフトボール・柔道・剣道(～翌日)  

30日(日) 青少年ふるさと美化活動 

地域でも、元気の良い先手のあいさつをしよう。 
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